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兵庫県・丹波地域合同防災訓練　参加報告

安部　史生 会員（渉外部長）

9月3日に丹波市・丹波篠山市にて開催されました令和5年度兵
庫県・丹波地域合同防災訓練に参加しました。
当会より訓練参加した臨床検査技師は、避難所での被災者対応
におけるニーズにおいて、DVT疑いの避難所生活者に対し超音波
を用いて下肢静脈のスクリーニング検査を実施いたしました。検査
結果により医療機関での対応不要と判断され、救急搬送の受入施
設や緊急搬送車両等の負荷軽減へと寄与できました。これらの活
動に至るまでの避難所アセスメントチームの情報や本部での連携
等技師会本部活動を経て臨床検査技師支援へと結びつきました
この他、病院医療救護班、赤十字救護班、医師会救護班
（JMAT）等のロジスティクスを担う医療チームの一員として臨床
検査技師が参画し、多方面で活動していました。

検査と健康展　参加報告
澁谷　雪子 会員（公益部長）

令和５年10月８日（日）　神戸市長田区にある神戸常盤大学にて、「検査と健康展」を開催いたしました。健康チェッ
クコーナー（頸動脈エコー、体組成測定、Hb測定、血管年齢測定）、子ども向け体験コーナー、兵庫県臨床検査技師会広
報ブースを設け、地域住民に健康チェックを行い、臨床検査技師の仕事内容を伝えました。
健康チェックの参加者数は、頸動脈エコー216名、体組成測定166名、Hb測定203名、血管年齢測定240名で、多く
の方が健康に関心のあることが分かり、非常に盛況な企画となりました。例年、健康チェックの参加者数は多く、待機場
所での待ち時間が長くなることから、今年度は、健康チェックの
各ブースで整理券を配布し、待機場所に留まる必要はなく自由
に他のブースへ参加できるようにしました。今年度は参加者の待
つことへの不満は多少解消できたと感じています。参加者には、
「健康チェックを１年間待っていた」というリピーターもおり、地
域の方は健康に関心があり、このような機会を望んでいるのだと
思いました。
子ども向けの体験コーナーでは、顕微鏡で野菜の細胞を観察
する、エコーでゼリーの中身を観察する、災害マップを親子と共
に作成する（情報共有）という３つの企画を実施いたしました。
検査に興味を持ち参加していただき、参加者数は125名とこち
らも盛況となりました。エコーの体験では、タコの足、レンコン
などを入れたゼリーを作り、エコー画面で見えるものは何かを
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参加者に答えてもらいました。また、市販のゼリーの中身をエコーで映し出す体験もしてもらいました。子ども（参加者）
が楽しく体験しており、興味を示す内容であったと思います。
今年度の「検査と健康展」も、リピーターも含め健康チェック、子ども向け体験ブースへの参加者数は多く、地域の方へ
健康意識、臨床検査技師という職業について伝える機会になったと感じています。

《今後の予定》
創立70周年・公益社団法人設立10周年記念式典開催のお知らせ

日時／令和6年1月14日（日）15：30～
会場／神戸ポートピアホテル　大和田A、B　

70年間の歩みを振り返り、更なる発展に繋げる機会として、開催準備中です。
記念講演では「AMRという危機に挑む姫路市の新興感染症対策」をテーマに清元 秀泰 姫路市長にご講演いただきます。

令和5年度　第27回兵庫県医学検査学会開催についてのお知らせ（第1報）
～来て見て感じる臨床検査～

日時／令和6年2月4日（日）10：00～15：00（現地開催のみ）　
会場／神戸常盤大学（〒653-0838　兵庫県神戸市長田区大谷町2-6-2）

シンポジウム
ミニシンポ：日当直・緊急検査に必要な検査（血液・化学・一般・輸血）
チーム医療シンポジウム：医療安全のためのノンテクニカルスキル
生理シンポジウム：初期対応　ケーススタディから学ぶ～その時あなたはどうする～

ワークショップ
ねらい「教科書やWeb画像で観る写真や映像ではなく、実際に顕微鏡を通して見た細胞や寄生虫および細菌を感じて
もらい、日常業務に活かしていただく目的で今回のワークショップを企画した。」

病　理：来て見て感じる顕微鏡検査（病理）
微生物：来て見て感じる顕微鏡検査（微生物）
一　般：来て見て感じる顕微鏡検査（一般・寄生虫検査）
遺伝子・血液：来て見て考える血液疾患の遺伝子異常

一般演題募集／令和5年11月30日まで
申 込 方 法／事前申し込み制（当日参加なし）。兵庫県技師会HPより学会参加登録をお願いいたします。
申 込 期 間／令和5年12月18日～令和6年1月25日（予定）
参 　 加 　 費／2000円（ランチョンセミナー昼食代込）

共催　 兵庫県がん診療連携協議会・（公社）兵庫県臨床検査技師会
「検査セミナー」

テーマ：初診時からのゲノム医療 
～婦人科ではどのように治療計画を立てるのか～

日時／令和5年12月2日(土)　14：00～16：00　
会場／兵庫県民会館　パルテホール（神戸市中央区下山手通4-16-3）

【プログラム】
講演１．当院の進行卵巣癌に対する個別化治療の現状 

　　　演者：澁谷　剛志（兵庫県立がんセンター　婦人科）　
　　　座長：幸福　淳子（兵庫県立はりま姫路総合医療センター　検査部）

講演2．婦人科領域のコンパニオン診断　きほんのき 
　　　演者：浦川　優作（神戸市立医療センター中央市民病院　遺伝センター）　
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タスク・シフト/シェア　〜一歩先の業務へ〜
河谷　浩 会員（姫路赤十字病院）

当院ではFreeStyleリブレProを用いた持続皮下グルコース検査を2021年4月より実施しております。2022年7月にタ
スク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会受講し、臨床との運用フローの見直しを行い、2023年1月より臨床
検査技師によるセンサーの脱着を開始いたしました。カリキュラムが
終了するまでは糖尿病外来にて医師・看護師が検査承諾とセンサー
装着を行った後、臨床検査技師が患者さんに検査説明を行うという
チグハグな運用フローになっておりましたが、受講後は臨床検査技師
がセンサー脱着を行えるようになり、検査説明から結果の取り込み
配信までの持続皮下グルコース検査一連の業務が行えるようになり
ました。注意事項を説明し承諾が得られた後、センサーを取り付ける
ことによって患者さんにとってもスムーズな運用となり、臨床現場で
の説明簡略化や診察室での装着業務がなくなったことで良いタスク・
シフト/シェアが行えていると思っています。またセンサーの取り外し
の際には、低血糖発作などの症状確認や皮膚トラブルの有無など、検
査後フォローの声掛けを行い、患者さんとのコミュニケーションを図
るように心がけています。時には相談内容からそのまま糖尿病指導
を行うことになった患者さんもおられました。
FreeStyleリブレProの解析は食事時間と入眠時間の設定を行う
だけですので、正直手間はいりません。検査データはPDF化された
状態で抽出し、スキャナされた行動記録用紙をともにLISに取り込
み、診察時にはHISから閲覧することが可能です。また行動記録用紙
は食事時間や内容なども記入して頂いており、栄養指導時などにも
利用されているようです。
たった1つの検査ですが、タスク・シフト/シェアで業務フローや患
者さんの導線の見直しが行えたことで良い業務改善につながったと
感じております。

神前　雅彦 会員（チーム医療・管理運営研究班）

チーム医療・管理運営研究班のご紹介チーム医療・管理運営研究班のご紹介
チーム医療・管理運営研究班の神前です。チーム医療・管理運営研究班って名前長くない？何してるの？って方

もいらっしゃるかも知れません。そこで、今更ですが、研究班の紹介をさせていただきます。
チーム医療・管理運営研究班は、2022年3月まではチーム医療研究班、管理運営研究班の2つの班として存

在していました。その2つの研究班が、2022年4月に統合し、チーム医療・管理運営研究班となりました。
これまでの研修会として、臨床検査技師の検査室外の業務・活動紹介として、NSTに関わる先生によるご講

演、アンガーマネジメントに関する研修会、POCT機器に関する研修会として、2018年の法改正にまつわる内
容やPOCTに関する資格、DX（デジタルトランスフォーメーション）の内容を含んだ研修会を開催しました。また
10月、11月には学会発表に役立つ統計学の研修会を予定しており（記事作成時点では開催前）、さらに、2024
年2月には検査室運営、病院経営に関する研修会を予定しています。

このようにチーム医療・管理運営研究班では、NST（栄養サポートチーム）、DMT（糖尿病チーム）、ICT（感
染管理チーム）、認知症分野、タスクシフト・シェアなどチーム医療に関する内容や、検査室運営、病院経営、人
材育成など管理運営に関する内容など、多岐に渡って企画・開催したいと考えています。ご興味のある方は勿
論、あまりご興味がない方も、新たな発見があるかもしれません。皆様のご参加をお待ちしております。

センサー装着時

センサー解析時
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行事予定案内および求人情報は、ホームページに
掲載しております。
右のQRコードから最新情報をご確認下さい。

求人情報行事予定表

タスク講習料、基金活用を再周知タスク講習料、基金活用を再周知

腹部超音波検診、改訂マニュアル採用は約7割腹部超音波検診、改訂マニュアル採用は約7割

大学病院「教育・研究」の強化提言大学病院「教育・研究」の強化提言

MTJ記事掲載

MTJ記事掲載

MTJ記事掲載

日本臨床衛生検査技師会は、臨床検査技師のタスクシフト・シェア指定講習会の受講料について、厚生労働省の地域医
療介護総合確保基金が活用できることの再周知を進めている。基金活用で検査技師の受講料負担は解消されるが、所属
病院が各都道府県に申請する必要があるため、8月末には病院団体に対し会員病院におけるスムーズな手続き等の協力を
要請した。
総合確保基金には、医師の働き方改革の推進事業を助成する「事業区分6」の枠組みがあり、地域医療体制確保加算を

「算定していない」等の要件を満たす病院は、関連経費の補助を受けることができる。検査技師等のタスクシフト指定講習
会の受講料（日臨技会員1万5000円、非会員4万円）も事業メニューとして認められている一方で、都道府県によっては周知
が十分でなく、昨年は受講料の活用申請がほとんどなかった。

日臨技では、都道府県技師会への再周知も急ピッチで進めている。8月末から現在までに地臨技幹部らを対象とした基金
活用に関するウェブ説明会を4回開催。各都道府県の基金運用ルールや申請締切日のほか、会員技師が所属する各病院
が基金活用要件を満たしているかを確認するよう求めている。

日本人間ドック学会・がん検診実態調査委員会（委員長＝鎌田智有・川崎医科大学総合医療センター教授）は、腹部超音
波検診判定マニュアル改訂版（2021年版）の運用状況に関する実態調査の結果をまとめた。改訂マニュアルについては約
9割が認知、理解しており、内容を採用もしくは一部変更して採用している施設は約7割だった。超音波検査精度管理調査
に参加経験のない施設が約6割ある実態も分かった。

文部科学省の検討会は9月11日、大学病院改革を求める中間報告の案をまとめた。医師の働き方改革と、大学病院として
の教育・研究・診療の機能を両立させるため、診療規模や病院運営の在り方について検討し、各大学病院が改革プランを
策定することを求めた。また改革の方策の一つとして、臨床検査技師などのタスクシフト・シェアの推進を明記した。文科・厚
生労働両省が改革プランの取り組みを財政面で支援する。

株式会社じほうが記事利用を許諾しています。
THE MEDICAL & TEST JOURNAL
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今回ご紹介するお店は播但線寺前駅から徒歩2分にある

『Café hanul』さんです。峰山高原や砥峰高原の麓の自然
豊かな地域にあるオシャレなカフェです。

家族で経営されているアットホームなお店で、広いソファ

席もあるので小さなお子様連れでも過ごしやすいお店です。

こちらのお店のおすすめメニューは『石焼ビビンバセット』

です。5種類の野菜が入った栄養たっぷりのビビンバを銀の

スプーンで食べると体の芯から温まります。

次におすすめしたいのが寒い時期にむしょうに食べたくな

る『スンドゥブチゲセット』です。こちらは野菜や魚介の旨味

がギュッと詰まっていて、豆腐を食べる手がとまりません。他

にも週替わりのランチもありどれを食べても満足します。

ランチだけでもお腹いっぱいになりますが、スイーツは別

腹。おすすめは神河町の季節のフルーツを使ったタルトとパ

フェです。秋はシャインマスカット、春にはイチゴなど季節ご

との楽しみがあります。

そしてなんと『Café hanul』さんでは自転車の貸し出しを
行われています。ランチの後に自然豊かな神河町を巡るサイ

クリングなどもオススメです！

内藤　裕子 会員
（公立神崎総合病院）

《店舗情報》
店 名／Café hanul　カフェハヌル
住 所／〒679-3116 神崎郡神河町寺前207-7
T E L／0790-20-4065
営業時間／水曜11：30〜16：30、木〜日曜9：30〜16：30
定 休 日／月曜、火曜（夜カフェ 不定期）　　

62

ケーキセット

石焼ビビンバセット 1350円（ドリンク付き）

1階店内様子、2階もあります
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